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紹
　
介

高
山
善
行
著 

『
日
本
語
文
法
史
の
視
界
―
継
承
と
発
展
を
め
ざ
し
て
―
』

黒　

星　

淑　

子

本
書
は
、
日
本
語
文
法
史
の
開
拓
的
な
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
内
容
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
研
究
領
域
の
射
程
を
見
通
し
た
上
で
今

後
の
研
究
領
域
拡
張
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
究
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
研
究
は
、
古
代
語
の
助
動
詞
を
中
心
と
し
て
積
極
的
に
現
代
語
研
究
や

言
語
理
論
を
導
入
し
、
基
礎
的
、
且
つ
実
証
的
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
。
本
書
で
は
研
究
領
域
の
拡
張
の
方
法
と
し
て
３
つ
の
方
法
が
提
示
さ
れ

る
が
、
構
成
は
そ
の
分
類
に
従
っ
て
３
部
６
章
の
形
式
を
と
る
。
第
Ⅰ
部
で

は
、
研
究
領
域
の
進
展
と
し
て
は
最
も
一
般
的
な
方
法
と
し
て
、
既
製
の
枠

組
み
の
中
で
研
究
領
域
の
空
白
を
埋
め
て
行
く
方
法
、
第
Ⅱ
部
で
は
研
究
領

域
の
開
拓
と
し
て
、
殆
ど
手
つ
か
ず
の
領
域
を
開
拓
す
る
領
域
拡
張
の
典
型

と
も
言
え
る
方
法
、
そ
し
て
第
Ⅲ
部
で
は
研
究
領
域
の
接
続
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
別
々
に
行
わ
れ
て
い
た
研
究
領
域
を
つ
な
ぐ
方
法
、
と
い
う
三
つ
の
分

類
形
式
を
以
て
論
を
進
め
る
。
以
下
、
目
次
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
を
示
す
。

第
Ⅰ
部　

研
究
領
域
の
伸
展

第
1
章　

モ
ダ
リ
テ
ィ
研
究
の
展
望　

／
第
１
節
モ
ダ
リ
テ
ィ
研
究　

の
展
望
／
第
２
節　

モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
連
体
用
法
／
第
３
節　
「
ム
」

の
連
体
用
法
／
第
４
節　

モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
準
体
用
法

第
2
章　

疑
問
文
研
究
の
新
視
点
／
第
１
節　

疑
問
文
研
究
の
展
望

／
第
２
節　

疑
問
文
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
関
係
／
第
３
節　

疑
問
文

と
場
面
性
／
第
４
節　

間
接
疑
問
文
の
成
立
／
第
５
節　

上
代
語
に
お

け
る
潜
伏
疑
問
文
の
探
索

第
Ⅱ
部　

研
究
領
域
の
開
拓

第
３
章　

名
詞
研
究
の
可
能
性
／
第
１
節　

名
詞
句
研
究
の
展
望
／
第

２
節　

名
詞
句
と
語
の
境
界
／
第
３
節　

名
詞
句
と
数
／
第
４
節　

ク

オ
リ
ア
構
造
に
よ
る
名
詞
句
分
析

第
４
章　

配
慮
表
現
史
の
構
想
／
第
１
節　

配
慮
表
現
研
究
の
展
望
／

第
２
節　

中
古
語
の
断
り
表
現
／
第
３
節　

中
世
語
の
断
り
表
現
／
第

４
節　

形
容
詞
に
よ
る
受
諾
表
現

第
Ⅲ
部　

研
究
領
域
の
接
続

第
５
章　

モ
ダ
リ
テ
ィ
研
究
と
の
接
続
／
第
１
節　

と
り
た
て
と
モ
ダ

リ
テ
ィ
／
第
２
節　

条
件
文
と
モ
ダ
リ
テ
ィ

第
６
章　

テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
研
究
と
の
接
続
／
第
１
節　

存
在
表

現
と
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
／
第
２
節　

テ
ク
ス
ト
構
造
と
テ
ン
ス
・

ア
ス
ペ
ク
ト

こ
の
よ
う
に
本
書
で
扱
う
文
法
現
象
は
、
名
詞
句
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
、
テ
ン

ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
、
文
タ
イ
プ
、
複
文
構
造
、
談
話
、
テ
ク
ス
ト
と
、
多
岐

に
わ
た
る
。
そ
の
研
究
は
現
代
語
と
古
代
語
と
の
対
照
を
基
盤
と
し
た
上
で

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
方
法
の
最
大
の
特
色
に
は
研
究
に
新
し
い
視

点
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
し
て
も
本
書
が
研

究
領
域
を
見
通
し
た
、
領
域
拡
張
の
基
点
と
な
る
書
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
二
八
八
頁
、
六
、四
〇
〇
円
＋
税
）

（
く
ろ
ぼ
し
・
し
ょ
う
こ　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

77


